












社会福祉法人 トット基金
理事長　黒柳徹子

日本ろう者劇団のレパートリーの中で、最も力を入れてい
るのが手話狂言です。なにもかも手探りの「世界ろう者演
劇祭典」（1983 年）に参加したイタリアのパレルモが、は
るか昔のことのように思えます。あれから、演目も少しづ
つ増え、日本各地、世界各国のお客様に喜んでいただいて
います。「狂言って、こんなに面白いって知らなかった！」
見終わった後、こうおっしゃるお客様がたくさんいらっしゃ
るのも嬉しいことです。とにかく楽しんでいただけること
は絶対です。ぜひ、ご覧いただきたいと思います。そして、
よろしくお願いします。
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手話狂言とは



手話狂言 附子

二人の生き生きとした対話、扇であおぎながら附子に近づく大胆なしぐさ、おいしそうに砂糖を食べる表情、
掛け軸や天目茶碗をこわす時の擬音（効果音）の面白さ。また附子を食べてしまった機智に富んだ言い訳に、
思わず声をあげて笑ってしまうことでしょう。狂言の魅力がいっぱいにつまった演目です。
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手話狂言ワークショップ

少人数での参加例 大人数での参加例

狂言の基本的な所作や発声を体験するとともに、狂言を通して手話にも挑戦してもらいます。
手話について楽しみながら、学び、親しんでもらうことを目的とします。
そして手話は見る言語です。相手の顔をしっかりと見て表現してみましょう。

狂言の「笑い」

手話狂言のセリフ
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